
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.623
10

モ
ズ
が
鳴
き
柿
の
実
熟
す
る
こ
の
季
節

派
遣
労
働
解
雇
が
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

ま
ち
な
か
に
た
だ
よ
う
梅
の
香
り
に
も

息
つ
め
て
行
く
ア
レ
ル
ギ
ー
に
て
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

冬
景
色
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
異
な
り
て

雪
見
る
こ
と
も
な
く
二
月
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

地
球
で
は
歴
史
が
た
し
か
に
変
わ
り
ゆ
く

ア
メ
リ
カ
に
黒
人
大
統
領
誕
生
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

柚
の
香
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
頂
い
て

仲
間
と
過
ご
す
楽
し
い
時
間
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

福
豆
の
ふ
や
け
て
ゐ
た
り
流
し
も
と
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

磨
崖
仏
日
影
に
あ
り
て
余
寒
な
る
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

植
木
屋
の
二
月
の
景
色
造
り
を
り
　
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

春
野
菜
重
く
持
ち
ゐ
て
立
話
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

小
谷
　
宜
子

公
園
の
松
の
菰
と
り
風
眩
し
　
　
　
　
　
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

寒
鴉
何
か
告
げ
ゐ
る
ご
と
き
声
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

も
の
の
芽
の
ほ
ぐ
れ
て
日
々
の
幸
せ
に
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

春
日
受
け
小
盆
栽
を
剪
定
す
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

酒
タ
バ
コ
断
っ
た
夫
は
め
ざ
し
焼
く
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

リ
フ
ォ
ー
ム
の
部
屋
に
想
い
出
古
時
計
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

春
い
ち
ば
ん
一
緒
に
舞
う
は
杉
花
粉
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

ス
イ
ー
ツ
が
お
洒
落
す
る
日
の
八
丁
目
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

春
を
知
る
小
鳥
も
花
に
酔
っ
て
い
る
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

着
ぶ
く
れ
を
暦
に
少
し
は
が
さ
れ
る
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

車
窓
か
ら
富
士
見
え
み
ん
な
立
ち
上
が
り
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

父
さ
ん
と
昼
を
知
ら
せ
る
妻
の
声
　
　
　
　
　
桜
6

小
松
し
げ
る

B

振
替
納
税
（
口
座
振
替
）
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
へ

振
替
納
付
日

q
所
得
税
＝
4
月

22
日
（
水
）、
w
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
＝
4
月
27
日
（
月
）

※
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
指
定
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

残
高
不
足
等
で
振
替
納
税
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
所
得
税
は

3
月
17
日
、
消
費
税
は
4
月
1
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
延
滞
税
が
か
か

り
ま
す
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
管
理
徴
収

第
一
部
門
1
2
5
2
・
5
3
1
4

B

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
　
▼
昭
和
55
年
4
月
2

日
〜
63
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
q
大
学
を
卒
業
し
た

方
、
平
成
22
年
3
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
w
人
事

院
が
q
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
日

4
月
1
日
（
水
）
〜
4

月
14
日
（
火
）
※
4
月
14
日
（
火
）

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

申
込
み

希
望
す
る
第
1
次
試
験

地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

税
事
務
所
へ
申
込
書
を
提
出

試
験
日

第
1
次
＝
6
月
14
日

（
日
）、
第
2
次
＝
7
月
21
日
（
火
）

〜
28
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
1
日

（
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）
※
試
験
内
容
は
大
学

卒
業
程
度
。
な
お
、
合
格
発
表
は

第
1
次
試
験
合
格
者
は
7
月
7
日

（
火
）、
最
終
合
格
者
は
8
月
21
日

（
金
）
に
発
表

試
験
地

第
1
次
＝
高
崎
市
、
さ

い
た
ま
市
、
新
潟
市
、
松
本
市
他
、

第
2
次
＝
さ
い
た
ま
市
他

採
用
予
定
数

約
1
0
0
0
人

（
全
国
）

問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
1
0
4
8
・
6
0

0
・
3
1
1
1
内
線
2
0
9
5
ま

た
は
2
0
9
7

A

地
震
体
験
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

今
ま
で
の
前

後
・
左
右
の
揺
れ

に
、
上
下
の
揺
れ

を
加
え
、
よ
り
リ

ア
ル
な
地
震
体
験
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

場
　
所

鴻
巣
市
袋
30
（
J
R
高

崎
線
「
北
鴻
巣
」
駅
徒
歩
20
分
）

開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
〜
1
月
3
日
）
※
費
用
は
無
料

問
合
せ

県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

1
0
4
8
・
5
4
9
・
2
3
1
3

ま
た
は
県
消
防
防
災
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
1
8
1

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
楽
し
み
な
が
ら

体
を
動
か
し
、
認
知
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

日
　
時

4
月
16
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

樫
本
和
子
氏
（
埼
玉
県

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
社
交

ダ
ン
ス
部
指
導
者
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

持
ち
物

動
き
や
す
い
靴
、
飲
み

物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
1
2
8
4
・
1
2
5
0

日
　
時

4
月
19
日
〜
7
月
26
日

の
日
曜
・
祝
日
、
午
前
6
時
半
〜

8
時
半

場
　
所

市
営
庭
球
場（
辻
公
園
）

対
　
象

高
校
生
以
上
の
初
心
者

20
人

費
　
用

3
0
0
0
円
（
保
険
代

を
含
む
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
・
高
橋
t
1
2
8
2
・

2
1
3
0

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
早
朝
教
室

第
1
回

認
知
症
予
防
教
室

県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



（
土
）
ま
で
に
〒
3
3
4
｜
0
0

0
5
鳩
ヶ
谷
市
里
1
0
8
4
〜
3

4
市
民
音
楽
協
会
事
務
局
・
渡
辺

t
へ
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
。
F

A
X
2
8
5
・
9
6
1
7
※
申
込

書
は
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
渡
辺

t
1
2
8
3
・
0
4
8
3

日
　
時

4
月
17
日
（
金
）
〜
19

日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館

内
　
容
　
彩
京
山
草
会
の
会
員
に

よ
る
山
野
草
の
展
示

※
彩
京
山
草
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
例
会
は
毎
月
第

3
日
曜
、
午
後
1
時
〜
4
時
中
央

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
同
会
・
長
沢
t
1
2
8

4
・
1
2
3
4

相
談
電
話
番
号

1
0
4
8
・
8

2
2
・
7
0
0
7

※
子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て

の
面
接
相
談
（
予
約
制
）
も
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ

子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
会
1
0
4
8
・
8
3
4
・
8
7

5
55

月
3
日
（
日
）、
市
役
所
1

階
市
民
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
演
技
や
演
奏
、
あ
そ

び
な
ど
の
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を

行
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
の
演
技
等
の
発
表

に
参
加
し
た
い
幼
児
か
ら
中
学
生

の
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
4
月
13
日

（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
F
A

X
で
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・

渡
辺
t
へ
1
2
8
3
・
0
4
8
3
、

F
A
X
2
8
5
・
9
6
1
7

演
奏
会
日
時

7
月
12
日（
日
）

午
後
5
時
開
演

場
　
所

市
民

セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

応
募
資
格

5
歳
〜
25
歳
で
、

歌
・
楽
器
の
ソ
ロ
ま
た
は
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
で
き
る
方
（
演
奏
時
間

は
10
分
以
内
）
参
加
費
は
無
料

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

4
月
29
日

（
水
・
祝
日
）
午
前
10
時
か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

申
込
み

申
込
書
を
4
月
18
日

申
込
み

4
月
13
日
（
月
）
ま
で

問
合
せ

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力

本
部
募
集
課
1
0
4
8
・
8
3

1
・
6
0
4
3

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/sa

itam
a/子

ど
も
に
関
わ
る
す
べ
て
の
悩

み
に
つ
い
て
、
県
民
の
方
か
ら
電

話
相
談
を
受
け
る
窓
口
で
す
。

日
　
時

毎
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
半
（
平
日
）、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
（
土
・
日
）

問
合
せ

7
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

1
0
4
8
・
8
3
0
・
6
9
5
8
、

http://w
w
w
.sportsanzen.org

B

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

資
　
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
※
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見

込
含
む
）

申
込
み

4
月
1
日
（
水
）
〜
5

月
12
日
（
火
）

B

予
備
自
衛
官
補

資
　
格
　
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
方
、
技
能
＝
18
歳
以
上
で

保
有
す
る
国
家
資
格
に
応
じ
て
53

歳
〜
55
歳
未
満
の
方

21
年
度
の
保
険
の
加
入
受
付
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
制
度

改
定
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
な
ど
行
う
5
人
以
上

の
団
体
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、申
込
用
紙
は
、

市
役
所
生
涯
学
習
課
、
サ
ン
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
会
館
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
7
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
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春
の
展
示
会

消
防
本
部
の
望
楼
ぼ
う
ろ
う

が
、老
朽
化
、

耐
震
性
の
問
題
等
か
ら
倒
壊
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
誠
に
残
念
だ
が
、

解
体
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

望
楼
に
致
命
的
な
亀
裂
が
見
つ

か
り
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は

言
え
、
長
年
、
市
民
の
安
全
な
生

活
を
見
守
っ
て
き
た
望
楼
で
あ

る
、後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
だ
。

現
在
の
望
楼
は
、
昭
和
42
年
に

建
設
さ
れ
た
。地
上
7
階
建
て
で
、

高
さ
は
25
m
あ
る
。
昭
和
49
年
ま

で
夜
間
、
消
防
職
員
の
望
楼
勤
務

に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
電
話
通
報

の
発
達
や
中
高
層
ビ
ル
の
建
設
で

景
観
が
変
わ
る
に
伴
い
、
望
楼
に

よ
る
火
災
警
戒
の
役
割
が
終
っ

た
。
現
在
は
、
消
防
無
線
、
防
災

無
線
の
ア
ン
テ
ナ
や
ス
ピ
ー
カ
ー

塔
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

望
楼
や
火
の
見
の
梯
子

は
し
ご

、
櫓や
ぐ
らが

普
及
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
か
ら
だ
。
当
時
の
鳩
ヶ
谷
宿

は
た
び
た
び
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
。
自
治
的
な
消
防
が
組
織
化
さ

れ
る
の
は
明
治
中
期
か
ら
で
、

「
平
柳
三
番
消
防
組
（
現
三
ツ
和

地
区
）」、「
鳩
ヶ
谷
消
防
組
」
な

ど
が
組
織
化
さ
れ
た
。
平
柳
三
番

消
防
組
は
消
防
夫
が
1
3
3
人
お

り
、
当
時
の
三
ツ
和
村
戸
数
の
、

実
に
75
％
が
参
加
し
て
い
る
。
自

治
意
識
の
高
さ
が
伺
え
よ
う
。

公
務
消
防
の
発
足
は
明
治
34
年

で
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
消
防

力
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
昭
和
39

望
楼
の
解
体

年
に
鳩
ヶ
谷
町
消
防
本
部
が
、
現

在
の
商
工
会
館
、
郷
土
資
料
館
の

場
所
で
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
火

災
を
知
ら
せ
る
方
法
は
、
半
鐘
か

ら
サ
イ
レ
ン
に
、
電
話
も
1
1
9

番
の
火
災
専
用
電
話
へ
変
わ
っ

た
。現

在
、
鳩
ヶ
谷
市
の
消
防
体
制

は
消
防
団
員
83
人
を
含
め
1
4
6

人
で
あ
る
。
一
定
の
職
員
・
団
員

は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
年

齢
層
は
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
、総
合
防
災
拠
点
と
し
て
、

庁
舎
の
改
築
や
防
災
情
報
機
能
の

強
化
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

大
き
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中

で
消
防
関
係
の
懸
命
な
努
力
が
続

い
て
い
る
。
望
楼
が
な
く
な
る
の

は
寂
し
い
が
、
関
係
者
の
尽
力
に

感
謝
し
な
が
ら
、
多
数
の
市
民
と

と
も
に
セ
レ
モ
ニ
ー
で
望
楼
を
見

送
り
た
い
と
思
う
。

県看護協会では、血管年齢測定・血圧測定・
体脂肪測定・健康相談等を無料で実施します。
日　時 5 月10日（日）正午～午後 3時30分
場　所 そごう川口店10階バンケットルーム
問合せ 県看護協会第 7支部（済生会川口総合

病院内）1253－1551

脱 メ タ ボ
健 康 で 長 生 き し ま し ょ う ！

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
！

子
ど
も

ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

第
4
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

第
3
回
鳩
ヶ
谷
こ
ど
も

ま
つ
り
参
加
者
募
集

自
衛
官
募
集


